




要約:未熟児における代謝性骨疾患は良性であるのか、予後(発育)に悪影響するのかを決

めるために、高 AL-P 血症＞1.200IU/l を認めた出生体重 1,250g 未満の極小未熟児 22 例

を対象とし、＜1,200IU/l22 例をコントロール群として選び、体重復帰から退院までの体

重、頭囲および身長の増加率を調べた結果、両群に有意差は認められなかった。今後は症

例を加え、関連因子を調整する統計的解析によって検討する。


